

































































































































































































































































背景： ロケット打ち上げ， コンクリート落下， ウラン加工施設
構成：官房副長官， １３関係省庁局長クラス， １９９９年の多発事故につき
1.「安全文化」創造，「安全意識」の徹底
1‐1.学校教育を通じた安全教育の充実
全般課程に亘る推進，科学技術に対する興味・関心を高める
1‐2.事業者等における安全教育と安全意識の徹底
リスクマネジメント普及促進，安全の意識向上
2.製品，サービスの中に安全確保のためのコスト負担の共通認識
3.ヒューマンファクターに関する調査研究
4.フェィル・セイフの導入
5.被害の局限化対策
6.安全対策の効果評価と不断の見直し
7.情報の公開と共有
Ⅳ．むすび（3.11の教訓）
１．土木界に「想定外」は許されない認識であるべき。
２．「安全工学」視点から言えば、ヒューマ
ンファクターに精通すべきだった。
A.個人的なヒュウーマンエラー
B.組織・システムの意志決定エラー
C.コスト縮減による安全性が低下する社会
構造変化の分析不足
組織体の意志決定：
・政治力（合意形成力）
・科学力・・・Eng. 
Science
・説得力（地域力）
情報公開
観測工法の理念は、局所を見て全体を見通すことである。
技術的に解明できていない現象でも、地盤対応を補う有力な設計手段にできる期待がある。
キーワード：設計論，観測工法，局所・全体像， 技術開発/具体化，
総合的技術。
宇野・付録(2012.01.14.  15:30～16:00)
付１a.設計論に思う：(2)‐1)地下水保全涵養
付１b.(地下水涵養工)前後の地下水位変化なし
.:,:,: PumpingDRainWlevelh
cbDaWh +−=
参考文献 １）宇野・西垣・柳田・永井・嘉指：地下水涵養工の調査・設計・施工，地下水地盤環境に関
するシンポジウム’94発表論文集，pp.73‐82，1994. ～ ２）永井・宇野・西垣・鈴木・柳田：地下水粒度
応保全工法の長期的な機能評価について，ibid.1)同名シンポ2008論文集, pp.13‐18, 2008. 他多数
付２．豊田市造成地盤（道路陥没）
付３．美濃加茂工業団地盛土法面崩壊
付４．ティリングダム（鉱採堆積場）
参考文献： 村本嘉雄・宇野尚雄・高橋保：イタリア北部スタバにおけるダム決壊災害、自然災害科
学，４－２， １９８５．ほか
付５‐1．高山線巨岩直撃
付５‐2．高山線巨岩直撃
付６．野麦峠
付７．震源域見直し
フランス革命の人権宣言1789年
1789.  8. 26 に立憲国民議会で採択される。
ラファィエット将軍によって起草され，１７条からなる。
１．人間は生まれながらにして自由，平等である。
２．自由，所有権，安全，圧制への抵抗は人間の権利である。
３．国家の主権は人民にある。
４．自由とは他人を害しない全てのことをすることができる，ということである。
５．法律は，社会に有害な行為でなければ，禁止する権利を有しない。
６．法の前には皆平等である。
７．いかなる者も法律が定める形式による場合でなければ，訴追，逮捕，拘禁はされない。
８．法律は厳正かつ明白に必要な刑罰でなければ定めてはならない。
９．全ての人は，有罪と宣告されるまで無罪と推定される。
10．いかなる者も公の秩序を乱さない限り迫害されることはない。
11. 思想，言論，出版の自由を保障する。
12. 市民の権利の保障は，公の権力を必要とする。
13. 公権力の維持，行政の費用のために租税は不可欠である。
14. 全ての市民は公の租税の必要を確認し，承諾し，その使徒を監視する権利がある。
15. 社会は全ての官吏に対して，行政について報告を要求する権利を有する。
16. 権利の保障が確保されない社会は，憲法を有していない。
17. 所有権は侵してはいけない。
